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 【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題は、ケルビンからマイクロケルビンまでの広い温度領域を探求できる新規実験

装置を製作し、それを用いて量子臨界現象の研究を行うことを目的としている。既に世界最

低温度を実現して、強電子相関系や 3He 超流動系で、量子相転移と思われる現象を見つけて

おり、グループ間の緊密な連携をとりながら研究が順調に進んでいることから、期待通りの

成果が見込まれると判断される。今後は理論家とも緊密な連携をとることにより、これまで

に見出した臨界現象の物理的起源を明らかにすることが望まれる。 

 
【平成２２年度 研究進捗評価結果に対する検証結果】 

 

 研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 


